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人間行動の 記号過程の モ デル 化とシ ミ ュ レーシ ョ ン

建築 ・都 市 空間が誘発する 人間行動の 記号 過程 に関す る研 究 （そ の 3 ）

建築 ・都市空 間　セ ル ・オートマ ト ン 　シ ミ ュ レー
シ ョ ン

なわば り行動　　滞留 ・流動　 　　　 マ ルチ エ
ー

ジ ェ ン トシ ス テ ム

1．序

　本稿 で は 、 （そ の 2）で 抽出 した 建築 ・都市空間 に お け

る 人間行動に 関 わ る特性 およびル
ー

ルに基 づ い て 、建

築 ・都市空間 と人間からなる系をモ デル化 ・シ ミ ュ レー

シ ョ ン し、系の 要素間の 局所的な相互作用が全体 として

どの よ うに 影響を及ぼす の か に っ い て 考察を行 う 。

　 そ の 2 で は、人闇行動に 関 わ る 特性 お よ びルール と し

て 、次 の よ うな 分類 の も と に 抽 出 して い る 。

・主体 の 状況および周辺環境 との 関係か ら み た 人間行動

・広場 の 中 の 人間行動

・
広場 内の 場所 に おけ る 人間行動

2， 建築
・
都市 空 間 に おける人間行動の 記 号 過 程の モ

デ ル 化 とシ ミ ュ レーシ ョ ン

2．　 1　 マ ル チ エ ージ ェ ン トシ ス テ ム として の 建築 ・都市
空 間

　工
一ジ ェ ン トとは 、 行為者や代理者な ど、独自の 目的

を も ち、それを効率的な方法 で実現 し よ う とす る自律的

な存在 で あ り、自ら周囲の状況を認識す る合 目的な動作

の 実行＃；一体 で あ る。エ ージ ェ ン トの 集合体 を マ ル チ エ ー

ジ ェ ン トと 呼ぶ 。 個 々 の 人 工
一ジ ェ ン トがもつ 目的や動

機 に基づ く局 所的 な 行為 の 累積 に よ っ て、全体として 集

合行為が生 ま れ、そ の 集合行為が 個 々 の エ
ージ ェ ン トの

行為 に 新 た な影響を及ぼす
］1。本研究 で は、建築 ・都市

空間 と人か らな る系を マ ル チ エ
ージ ェ ン トシ ス テ ム と し

て 捉 え、マ ル チ エ ージ ェ ン トの 集合行為の 性質を複雑系

の 観点 か ら扱 う。

2．2 セ ル ・
オ
ー

トマ トン （cellular 　 atit 。maton ）法

　セ ル ・オートマ トン 法〔以下 CA 法）は 要素間の 相互 作

用 か ら系全体 の 挙動 を創発 させる方法論を基本 に 成 り

立 っ て い る こ とか ら複雑系に対す る モ デル 化手法として

有効視され て い る手法で ある
2 ，

。

　CA 法の 全体的な 流れ は次の よ うに なる
〕）。

1）解析領域を セ ル と称する 区分領域に 分割する。
2 ）各 セ ル 上 で 離散的な 状態量を 定 義 す る 。

3 ）セ ル 上 の 状態量 に 関 して 近傍セ ル の 状態量 との 相 互

　 作 用 を定義す る局 所近傍剿 と遷 移 則 を 定 め る。

4 ）局所近傍則 と遷移則 に 従い 、離散時 間 の 経過 に 伴 っ

　 て 状態量 の 推移を求 め る e

　本研究 で は セ ル ・オートマ トン法を用 い るこ とに よっ

て 現象を モ デル化 し 、 シ ミ ュ レーシ ョ ン を行う。
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2，3，1 シ ミ ュ レー
タの 構築

　京都精華大学天 ケ 池周辺の 平面図を 25cm 　X　25cm の セ

ル で単純化した シ ミュ レーシ ョ ン 空間上（fig．4）に、滞留

を目的とする エ
ージェ ン トと移動を目的 とす る エ ージ ェ

ン トの 2 種を設定する。各工
一

ジ ェ ン トは ID、ク ラ ス 番

号 を持ち、同 じク ラス 番 号 を 持 つ エ ージ ェ ン ト同士 は 知

り合い で あ る とし、相互 に 視野内 に 入 っ て き た 場合 に、
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あい さつ （lstep 色が 変わる）もしく

は立ち話（5step 色が変わ りそ の 場

に 留ま る）を行う 。 初期配置時 に 目

的地 を決定 し、エ ージ ェ ン トは 目

的地 に最 も近 い 方向を 向き、移動

開始後 の 方向設定 は fig ．1 に 示す

エ ージ ェ ン トの 前方 3 方向で あ る。

各 工 一ジェ ン トは fig．2 に示す距離

帯を持ち、行動 は fig．3 に示す基本 フ
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2，3．2　シ ミ ュ レーシ ョ ンの 目 的

　本シ ミ ュ レーシ ョ ン は 予測 の ために 行 うシ ミュ レー

シ ョ ン と は異な り、現地調査および現地調査結果 の 分析

に よ っ て抽出さ れ た 特性やルール が局所的 に どの ように

働 き、ま た局所的 な働き が 全体 と して 建築 ・都市空間 と

人間か ら な る 系が どの よ うに 影響 す る の か に つ い て 確認

す る こ とが目的 で あり、実際の 現象 を 再現する こ とを 目

的とはして い ない 。

　 　 　 tnble 　 1 各種変数 　 　 　 23 ，3　シ ミ ュ レーシ ョ

ン の 結果および考察

　現地調査お よ び そ の

分析 に よ っ て 抽出 さ れ

た 特性や ル ール か ら ，

tableA の よ うに変数を設

定 し シ ミ ュ レーシ ョ ン を行 っ て い る 〔各シ ミ ュ レーシ ョ

ン は 3 回 ずつ 行う）。

　 な お、シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 1 が基準 と な る シ ミ ュ レー

シ ョ ン で あ り、 プ ロ クセ ミ ッ クス に おける 社会距離をふ

ま え 、 工
一ジェ ン トの 変数を設定して い る 。 シ ミュ レー

シ ョ ン 5は現地調査 の分析をもとに、人通 りの 多い 地点

に新 た な滞留地を加え て い る 。

　基準 とな る シ ミ ュ レーシ ョ ン 1 と比 較す る と、シ ミ ュ

レー
シ ョ ン 2 に お い て 変更したあい さつ 距離お よび社会

距離の 変化に よ っ て 、滞留地 の 選択肢が増 え る ため、滞

留予定 あ りの エ
ージ ェ ン トが 階段上 に よ り分散的 に 滞留

して い る こ とが わ か る （fig．4）。

　シ ミ ュ レーシ ョ ン 3 に お い て、立 ち話距離お よ び個体

距離を 変更 した が 、 滞留者人数や 滞留位置等、明確な変

化が見 られ て い な い （fig5）。 立ち話を行う人数に 対し、立

ち話距離お よ び個体距離の 他 に、エ
ー

ジ ェ ン ト同士 の 動

線 が大 きな影響を与え て い る可能性 がある 。
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　シ ミュ レ
ー

シ ョ ン 4 で は、シ ミュ レーシ ョ ン 3 よ り大

きく立ち話距離および個体距離を変更 し た が 、 試行 し た

全 3 回 とも途中の step で滞留地が選択 で きず、エ ラーと

なっ た。個体距離増大 の 影響 に よ り、他者との 距離 が 十

分 に とれ ず、滞留地 と し て 選択 で き る場所がな くな っ た

た め に エ ラーとな っ た。個 体距 離 に 対す る 社会距離 の 影

響 に つ い て や、主体 が滞留した い と考え る範囲内に お け

る他者 の 存在 の 影響 に つ い て、今後、実際の建築
・都市

空間 に おい て 観察 ・検討す る必要 が あ る 。

　 シ ミ ュ レーシ ョ ン 5 では、設定され た 新た な 滞留地 に

よ っ て、現在 の 設定 で は 滞留者人数に 変化が 現 れ てい な

い。滞留地選択 に お け る確率の 設定を検討 ・変更 し、移

動者 の 動線 の 影響 に つ い て 把握す る 必要が あ る。

3． ま と め と今 後 の 課 題

　本研究 で は、建築 ・都市空間 と人 間 に よ る現象を創発

的な現象 と して 捉 え、複雑系の観点か ら建築 ・都市空間

と人聞か らな る系 の 局所的な相互作用だけ で なく、そ の

局所的な相互作用 の 全体と して の 働き を確認 し た 。

　今後、本研究 で発見 さ れ た建築 ・都市空間 と人 間 か ら

な る系に関わる特性お よ び ル ール を 明 ら か にする べ く、

要素同士 の 相互 作 用 に つ い て新たな シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を

行い 、そ れ らをさ ら に 現実 の 建築 ・都市空間に おける 観

測 と 重ね 合 わ せ て 考察す る 必要があ る。

　 ま た、発見 さ れ た ル ール や 特性の うち、今 回 は まだ 実

行し て い ない 、ア フ ォ
ーダン ス の 変化、天候条件 の 変化

な どをふ ま え た シ ミ ュ レ
ー

シ H ン な どを 実行す る 必要が

あ る。さらに、構築 したプロ グラムは、抽出されたル
ー

ル 自体 に 記号分類を援用す る こ とに よ っ て、建築 ・都市

空間と人間の 局所的な相互作用を整理 し、都市的な視点

へ と拡張す る こ とが可能 となる 。

　そして、新たな建築
・
都市空間を対象 と した 観測を 行

い 、比較検討す る こ と も重 要 な 課題で あ る 。
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